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沖
縄
県
知
事
選
で「
オ
ー

ル
沖
縄
」の
玉
城
デ
ニ
ー

さ
ん
が
勝
利
し
た
。
自

公
政
権
の
「
ア
メ
と
ム

チ
」
政
策
に
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュ
の
「
誇
り
と
気
概
」
の
投
票

行
動
で
示
し
た
沖
縄
県
民
、
新
知
事

に
は
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
見
直
し

を
改
め
て
求
め
て
欲
し
い
◆
日
本
と

同
じ
よ
う
に
米
軍
基
地
の
あ
る
ド
イ

ツ
や
イ
タ
リ
ア
で
は
『
自
国
の
法
律

や
規
則
を
米
軍
に
も
適
用
さ
せ
、
自

国
の
主
権
を
確
立
し
て
米
軍
の
活
動

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
』
そ
う

で
、
米
国
に
「
手
も
足
も
声
さ
え
」

出
さ
な
い
日
本
と
大
違
い
だ（
赤
子
）

　

重
野
執
行
委
員
長
は
開
会
の
挨
拶

で
、「
全
国
で
災
害
が
続
い
て
い
る
。

北
九
州
市
で
は
災
害
復
旧
支
援
の
た

め
の
職
員
の
派
遣
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
組
合
員
が
参
加
し
た
。
職

員
削
減
に
よ
り
、
災
害
復
旧
に
市
役

所
が
十
分
な
力
を
発
揮
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
再
来
年
度
に
実

施
さ
れ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

に
つ
い
て
の
た
た
か
い
に
取
組
み
、

非
正
規
労
働
者
の
賃
金
労
働
条
件
改

　

市
職
労
は
９
月
23
日
（
日
）
市
立
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
第

１
４
８
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
18
年
度
経
過
報
告
」「
19
年
度
運
動
方
針
（
案
）」「
18
年
確
定
闘
争
要

求
（
案
）」
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
評
議
会
・
部
会
・
区
役
所
協
議
会
か
ら

活
発
な
発
言
が
あ
り
、
提
案
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
承
認
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　

文
責
・
編
集
部

善
を
求
め
て
い
く
。
年
明
け
の
市
長

選
で
、
市
民
、
職
員
本
意
の
市
政
を

実
現
す
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
と
全

力
で
取
り
組
む
。
不
当
な
内
容
の
人

事
委
員
会
勧
告
。
市
民
、
職
員
の
生

活
の
状
況
を
訴
え
て
、
賃
金
改
善
、

市
経
済
の
活
性
化
を
勝
ち
取
ろ
う
。

８
月
の
自
治
労
連
大
会
に
、
北
九
市

職
労
か
ら
５
名
の
青
年
が
参
加
し

た
。
そ
の
経
験
を
職
場
に
還
し
、
組

合
員
拡
大
に
向
け
た
流
れ
を
確
実
な

も
の
に
し
て
い
く
。
そ
の
契
機
と
な

る
大
会
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
福
岡
自
治
労
連
、
北
九

州
地
区
労
連
、
福
岡
市
職
労
、
労
健

連
、
市
民
の
会
、
親
和
会
、
そ
の
他

の
ご
来
賓
の
方
々
の
挨
拶
で
は
、「
安

倍
暴
走
政
治
の
ご
ま
か
し
を
暴
い
て

い
く
。
憲
法
を
守
る
た
た
か
い
を
職

場
に
拡
げ
て
い
く
」「
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
環
境
整
備
が
必
要
」「
市
職
労

は
た
た
か
い
の
推
進
力
。
広
範
な

人
々
に
訴
え
る
政
策
を
」「
組
織
拡

大
が
大
切
。
明
る
い
北
九
州
市
を
」

等
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

学
嘱
労
の
新
執
行
委
員
長　

大
山

さ
ん
か
ら
「
嘱
託
員
の
た
た
か
い
に
、

こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
を
」
と
連
帯
の

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
討
論
で

は
９
名
が
発
言
し
、
た
た
か
い
の
報

告
と
方
針
の
補
強
が
さ
れ
ま
し
た
。

（
発
言
内
容
は
２
面
に
掲
載
）

　

今
年
も
昼
食
は
、
調
理
員
部
会
手

作
り
の
美
味
し
い
給
食
で
し
た
。
中

学
生
考
案
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
「
野
菜

い
っ
ぱ
い
ド

ラ
イ
カ
レ
ー
」

を
、
次
々
に

お
か
わ
り
し
、

お
な
か
い
っ

ぱ
い
い
た
だ

き
ま
し
た
。

住
民
自
治

住
民
自
治
がが
生生
き
る
き
る
地
域
・
職
場

地
域
・
職
場
を
つ
く
ろ
う

を
つ
く
ろ
う

北
九
市
職
労
第
148
回
定
期
大
会

重野執行委員長



 行政職化で新た
な業務が増えた。
臨職 50人で欠員
補充。教委は嘱託
化を考えている。
経験が必要な主
査は正規職員で。
新採、正規の配置
を。タイムレコー

ダー導入を機に適正な時間の処理の
指導を求める。

新
規
採
用
・
正
規
職
員
の
配
置
を

新
規
採
用
・
正
規
職
員
の
配
置
を

非
正
規
の
労
働
条
件
改
善
を

非
正
規
の
労
働
条
件
改
善
を

あ
な
た
も
市
職
労
に
加
入
し
て

　
　
　

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を
一
緒
に
作
ろ
う
！

　
「
北
九
の
仲
間
」
編
集
部
で
、

事
前
に
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の

審
査
を
し
、
大
会
で
結
果
発
表

し
ま
し
た
。

　

金
賞
、
小
倉
北
区
協
議
会

「
て
ん
ぼ
う
」、
銀
賞
、
水
道
評

議
会
「
水
友
」、
銅
賞
、
い
の

ち
と
健
康
セ
ン
タ
ー
「
い
の
ち

と
健
康
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」。

他
、
参
加
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
職
労
で
は
、
本
部
発
行
の

機
関
紙
の
他
に
、
評
議
会
、
部

会
、
区
協
の
機
関
紙
で
、
市
職

労
の
活
動
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
定
期
発
行
が
難
し
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
職
場
に
根

差
し
た
機
関
紙
作
り
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

水道評議会
山田さん

　「災害時の他都市応援
対応ならびに危機管理に
対する要求書」を提出し
た職員削減をやめ「専門
知識」を持った職員育成
と、技術力・現場力を維
持し持続できる、危機管
理・防災体制の見直しを本
部としても求めてほしい。

一般評議会
山下代議員

　若松区民の会に結集
し、3000万署名、キャラ
バン宣伝等で中心的役割
を果たしている。門司区
協の「ひろば」をOBの力
を借りて発行。この様な取
り組みが広がるように、本
部、評議会でも論議して
ほしい。イベント計画中。

調理員部会
天野代議員

　今年1名の新採。技術
伝承のため早期に複数
の新採を求め要請行動し
た。臨時嘱託員のノロウィ
ルス罹患時の休業手当の
新設、出張時の自家用
車の使用許可を勝ち取っ
た。直営存続、嘱託員の
継続雇用させるため闘う。

保育所部会
林代議員

　正規、臨職足りない。
災害時の対応を、保育課
と具体的に交渉している。
2020 年北九開催の「保育
労働者全国集会」で、若
い組合員が力を発揮でき
るように取り組む。全国
署名にご協力を。労働条
件改善のため奮闘します。

校務員部会
山崎代議員

　「働き方アンケー
ト」約1,000 枚回
収して集約中。市
長選に向け女性の
会のアンケートも
取組み、市職労と
して150 枚、回収。
６９行動での署名
活動、ニュース「野

ばら」の発行、母親大会など継続し
て取り組んでいく。

女性部
前田さん

　人事委勧告は改
定なし。初任給は
民間より低くさら
に差が広がる。人
材確保から初任給
を上げる必要があ
る。臨時・嘱託も
同様で最賃との差
が縮小している。

世論を広げ、組合に加入して一緒にた
たかおうと訴えていくことが重要だ。

一般評議会
上田代議員

　人事委員会勧
告は 5 年振りの
給与改定見送り。
賃金確定要求署
名の、圧倒的な
集約をめざそう。
組織の拡大・強
化をめざそう。
秋季年末闘争で

大いに奮闘しよう。小倉北区協も
引き続き奮闘する。

一般評議会
池田代議員

　4月からの行政
職化で業務が変
わった。災害対応
が出来る体制を求
めてきた。初動体
制は直営でできた。
豪雨被害の倉敷市
に人員とパッカー
車で応援。来年 4

月の現給保障廃止、主査試験、再任
用の給与、改善を強く求めていく。

環境部会
永冨代議員

機
関
紙

機
関
紙

　

コ
ン
ク
ー
ル

　

コ
ン
ク
ー
ル

他
都
市
労
組
か
ら
の

激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ

危
機
管
理
・
防
災
体
制
の
見
直
し
を

危
機
管
理
・
防
災
体
制
の
見
直
し
を

職
場
か
ら
の

報
告



　

10
月
の
６
９
行
動
は
９
日
の
夕

方
、
黒
崎
駅
前
で
行
い
ま
し
た
。

５
人
の
参
加
で
５
時
半
に
は
署
名

行
動
を
開
始
。「
安
倍
９
条
改
憲

Ｎ
Ｏ
」
の
３
０
０
０
万
署
名
と
核

兵
器
禁
止
条
約
を
す
べ
て
の
国
に

求
め
る
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
◆
日
が
暮
れ

る
の
が
早
く
な
り
、
だ
ん
だ
ん
手

元
も
暗
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

数
人
の
方
が
署
名
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
世
界
平
和
は
誰
も
が
望
む

こ
と
で
す
が
、
一
人
の
力
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
と
無
関
心
な
方

も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
草
の
根
の
運
動
の
積
み
重
ね

で
、
昨
年
国
連
で
は
核
兵
器
禁
止

条
約
が
成
立
し
ま
し
た
◆
署
名
は

誰
に
で
も
で
き
る
平
和
の
た
め
の

行
動
で
す
。
来
月
は
６
日
の
夕
方

に
小
倉
鴎
外
橋
横
で
行
い
ま
す
。

是
非
、
ご
協
力
を
。

催
し
も
の
情
報

―
10
月
―

●
17
日
（
水
）
18
時
15
分
～

　
【
女
性
部
定
期
大
会
】

　
　

戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
23
日
（
火
）
18
時
15
分
～

　
【
保
育
部
会
総
会
】

　
　
　

戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
28
日
（
日
）
10
時
30
分
～

　
【
保
育
・
子
育
て
の
学
習
・
交

　

流
会
】　
　
　

ウ
ェル
と
ば
た

―
11
月
―

●
10
日（
土
）　

11
日（
日
）

　
【
人
間
ら
し
く
働
く
た
め
の
九

　

州
セ
ミ
ナ
ー
㏌
ふ
く
お
か
】

　

10
日（
土
）全
体
会　

13
時
～

　
　
　
　
　
　

も
も
ち
パ
レ
ス

　

11
日（
日
）分
科
会　

９
時
～

　
　
　
　
　
　
　

も
も
ち
パ
レ
ス

　
　
　
　
　
　

西
南
学
院
大
学

９条の会９条の会

　

住
民
が
安
心
し
て
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
や
自
治
体
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
る
、「
第
14

回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
」
が
、

８
月
６
日
か
ら
７
日
の
２
日
間
、

高
知
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

延
べ
約
２
２
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

 

権
力
に
委
縮
し
な
い

　

一
日
目
の
全
体
会
で
は
、
東
京

新
聞
の
望
月
衣
朔
子
記
者
に
よ
る

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
森

友
・
加
計
問
題
で
の
菅
官
房
長
官

の
記
者
会
見
な
ど
、
常
に
権
力
に

臆
す
る
こ
と
な
く
真
実
に
迫
り
続

け
て
き
た
望
月
記
者
。
こ
の
講
演

会
で
は
豊
富
な
資
料
も
駆
使
し
な

が
ら
、
後
に
無
罪
と
な
っ
た
厚
労

省
の
村
木
厚
子
元
事
務
次
官
の
事

件
、
武
器
輸
出
問
題
、
森
友
問
題

な
ど
、
自
身
が
携
わ
っ
た
取
材
の

現
場
を
通
じ
、
民
主
主
義
が
破
壊

さ
れ
て
い
る
現
状
、
そ
し
て
憲
法

を
守
る
こ
と
の
重
要
性
を
熱
く
語

り
ま
し
た
。

 

自
治
体
業
務
を
産
業
化
？

　

全
体
会
の
あ
と
は
、
３
つ
の
ナ

イ
タ
ー
講
座
の
う
ち
「
く
ら
し
を

支
え
、
自
治
を
育
て
、
住
民
本
位

の
自
治
体
を
つ
く
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
立
命
館
大
学
教
授
の
平
岡
和

久
氏
が
、
安
倍
政
権
下
の
地
方
自

治
と
地
方
財
政
の
状
況
、
総
務
省

の
「
自
治
体
戦
略
２
０
４
０
構
想

研
究
会
」
の
報
告
に
つ
い
て
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
政
府
地
方
の
す
す
め

る
自
治
体
の
政
策
は
、
人
口
減
少

で
危
機
を
あ
お
り
つ
つ
「
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
」
や
地
方
連
携
を
推

進
。
し
か
し
住
民
自
治
の
視
点
が

全
く
な
く
、
さ
ら
に
交
付
税
を
利

用
し
て
、
窓
口
業
務
委
託
な
ど
自

治
体
業
務
の
産
業
化
が
推
進
さ
れ

て
い
る
、
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

 

住
民
の
声
を
キ
ャ
ッ
チ

　

二
日
目
の
分
科
会
は
地
域
経

済
、
環
境
、
防
災
、
基
地
、
福
祉

な
ど
27
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
産

業
化
と
自
治
体
の
「
本
来
業
務
」

を
考
え
る
」
分
科
会
で
は
、
助
言

者
と
し
て
立
命
館
大
学
教
授
の
森

裕
之
氏
が
講
義
。
民
営
化
・
民
間

委
託
問
題
で
は
、
直
営
で
行
う
こ

と
の
意
義
と
し
て
、
住
民
の
声
、

特
に
困
っ
て
い
る
人
、
行
政
に
届

け
ら
れ
な
い
弱
者
の
声
を
キ
ャ
ッ

チ
す
る
役
割
が
あ
る
こ
と
を
強

調
。
委
託
や
民
営
化
で
は
住
民
の

声
を
掴
め
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
地
か
ら
の
リ
ポ
ー
ト
報
告
で

は
、
委
託
契
約
し
て
も
受
託
者
が

仕
様
書
ど
お
り
行
っ
て
お
ら
ず
、

原
課
も
苦
慮
し
て
い
る
実
態
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
民

間
委
託
の
是
非
に
つ
い
て
、
労
働

組
合
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
設

け
、
検
証
を
し
て
い
る
取
り
組
み

な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

憲
法
を
い
か
し
、
安
心
し
て

　

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を
つ
く
ろ
う
！

自
治
体
問
題
研
究
集
会
in
高
知

講演する望月衣朔子記者

退庁後要請行動
日　時　10月16日（火）18:15 ～
場　所　本庁４Ｆ

総決起集会
日　時　10月31日（水）18:15 ～
場　所　本庁北側玄関前

憲
法
を
い
か
し
、
安
心
し
て

憲
法
を
い
か
し
、
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を
つ
く
ろ
う
！

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を
つ
く
ろ
う
！

自
治
体
問
題
研
究
集
会
in
高
知



　

す
っ
か
り
文
化
芸
術
の
秋
本

番
！
北
九
州
国
際
音
楽
祭
も
開
幕

し
ま
す
。
映
画
に
音
楽
に
舞
台
ｅ

ｔ
ｃ
、
満
喫
し
ま
し
ょ
う
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

す
ご
い
勢
い
で
観
た
い
映
画
が
上

映
さ
れ
ま
す
。
大
変
！

　

ま
ず
、
二
人
の
偉
大
な
俳
優
の

追
悼
上
映
か
ら
。
樹
木
希
林
は
、
新

作
「
日
日
是
好
日
」
が
戸
畑
イ
オ

ン
で
、
再
映
は
「
モ
リ
の
い
る
場

所
」
が
昭
和
館
で
、
「
あ
ん
」

「
万
引
き
家
族
」
が
小
倉
コ
ロ
ナ

ワ
ー
ル
ド
上
映
中
で
す
。
コ
ロ
ナ

で
は
、
大
杉
漣
の
最
後
の
主
演
作

「
教
誨
師
」
を
上
映
中
、
20
日
か

ら
は
遺
作
「
恋
の
し
ず
く
」
も
公

開
さ
れ
ま
す
。
二
人
は
ス
ク
リ
ー

ン
の
中
で
い
つ
ま
で
も
生
き
続
け

て
く
れ
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
ま
た
ま
た
コ
ロ
ナ
。

「
秋
の
洋
画
特
集
」
と
し
て
11
月

29
日
ま
で
14
本
を
上
映
し
ま
す
。

書
き
切
れ
な
い
の
で
ネ
ッ
ト
で
チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。
北
九
州
未
公

開
作
品
が
ほ
と
ん
ど
で
、
私
は
８

本
観
ま
す
。
特
に
11
月
2
日
か
ら

２
週
間
上
映
の
「
ブ
エ
ナ
・
ビ
ス

タ
・
ソ
シ
ア
ル
・
ク
ラ
ブ
★
ア
デ
ィ

オ
ス
」
は
前
作
か
ら
18
年
ぶ
り
の

新
作
。
評
判
が
高
か
っ
た
の
で
観

た
か
っ
た
〜
。
こ
れ
を
イ
チ
オ
シ

に
！

　

音
楽
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
つ
い

で
に
、
小
倉
シ
ネ
プ
レ
ッ
ク
ス
で

19
日
か
ら
上
映
さ
れ
る
フ
ラ
メ
ン

コ
ダ
ン
サ
ー
の
波
乱
の
半
生
を
追

っ
た
「
ラ
・
チ
ャ
ナ
」
も
観
る
価

値
大
。
最
後
に
昭
和
館
か
ら
。
26

日
ま
で
上
映
中
の
「
君
が
君
で
君

だ
」
は
北
九
州
出
身
の
松
居
大
悟

監
督
作
品
な
の
で
観
な
い
と
ね
。

北
九
州
は
映
画
監
督
の
宝
庫
で
す
。

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

今
月
は
、
15
年
の
イ
ギ
リ
ス
映

画
「
未
来
を
花
束
に
し
て
」。
今

年
は
イ
ギ
リ
ス
で
女
性
参
政
権
が

認
め
ら
れ
て
ち
ょ
う
ど
百
年
！
そ

の
た
め
に
立

ち
上
が
っ
た

女
性
た
ち
の

真
実
の
物
語

で
す
。
キ
ャ

リ
ー
・
マ
リ

ガ
ン
、
メ
リ

ル
・
ス
ト
リ
ー
プ
ら
演
技
派
女
優

の
競
演
も
見
ご
た
え
あ
り
ま
す
。

21
日
（
日
）
12
時
・
18
時
30
分

　
　
　
　
　

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
戸
畑

22
日
（
月
）
19
時
小
倉
昭
和
館
１

　

17
年
度
自
治
労
連
共
済
余
剰
金

処
分
方
針
に
基
づ
き
「
個
人
還
元
」

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
は
、
還
元

対
象
期
間
（
17
年
６
月
〜
18
年
５

月
）
に
生
命
共
済
基
本
型
・
特
約

型
・
医
療
共
済
基
本
型
・
特
約
型

に
ご
加
入
の
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
還
元
対
象
期
間
に
、

１
４
４
，
０
０
０
円
を
超
え
る
支

払
共
済
金
を
受
け
た
方
（
被
共
済

者
）
は
、
還
元
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
40
歳
以
下

の
生
命
共
済
加
入
の
み

な
さ
ま
（
本
人
・
配
偶

者
・
子
ど
も
が
対
象
）

に
は
二
重
の
喜
び
「
サ
ポ
ー
ト
Ｕ

40
」
も
併
せ
て
お
届
け
い
た
し
ま

す
。

　

組
合
員
の
皆
様
の
お
手
元
に
は

10
月
末
頃
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

詳
し
く
は
市
職
労
本
部
に
お
尋
ね

下
さ
い
。

　

平
安
前
期
の
延
喜
式
（
律
令
の

施
行
細
則
）
に
は
、
駅
路
に
置
か

れ
た
全
国
の
駅
名
が
列
記
さ
れ
、

豊
前
国
に
社
埼
駅
（
門
司
）
の
名

が
あ
り
駅
馬
15
疋
と
あ
り
ま
す
。

延
喜
式
に
は
「
社
埼
」
に
（
モ
ニ

サ
イ
）
の
ふ
り
仮
名
が
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
大
宰
府
の
出
先
機
関

と
し
て
置
か
れ
た
「
門
司
」
と
官

営
の
「
社
埼
駅
」
は
併
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

古
代
の
道
の
駅
「
社
埼
駅
」
は
、

ど
こ
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
手
掛
か
り
は
「
オ
ン
マ
ヤ
」

の
つ
く
小
字
（
こ
あ
ざ
）
で
す
。

「
駅
」
の
主
体
は
「
駅
家
（
う
ま
や
）

と
よ
ば
れ
た
こ
と
や
「
御
厩
」
が

「
オ
ン
マ
ヤ
」
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
旧
門
司
二
丁
目
の
旧
字

図
（
和
紙
の
字
図
）
と
土
地
台
帳

を
法
務
局
で
閲
覧
し
て
調
べ
た
と

こ
ろ
、
大
字
門
司
の
な
か
に
小
字

「
オ
ン
マ
ヤ
ノ
上
」「
オ
ン
マ
ヤ
道

旧泉屋敷跡地から関門海峡を望む

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
＊＊
古
代
編

古
代
編  

③③

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

の
下
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
土

地
台
帳
で
地
番
と
照
合
し
て
み
る

と
「
オ
ン
マ
ヤ
」
は
、
小
字
「
大

通
寺
」「
泉
屋
敷
」が
該
当
し
ま
す
。

現
在
の
旧
門
司
二
丁
目
12
番
13
番

付
近
に
当
た
り
ま
す
。

　

奈
良
時
代
に
大
宰
府
路
と
山
陽

道
の
駅
家
は
、
中
国
の
「
唐
」
か

ら
の
使
節
を
迎
え
入
れ
る
為
の
迎

賓
機
能
を
備
え
た
駅
家
に
建
て
替

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
門
司
一
帯
は
、
九
州
の
玄
関

口
を
司
る
「
門
司
」
と
古
代
官
道

の
駅
「
社
埼
駅
」
を
維
持
す
る
た

め
に
、
多
く
の
雑
舎
群
と
従
事
す

る
人
々
が
い
た
と
推
測
し
て
い
ま

す
。（
つ
づ
く
）

共済共済
「
個
人
還
元
」

「
個
人
還
元
」が

　
　

実
施
さ
れ
ま
す

17年度


